
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
（１） 各教科の平均正答率（各都道府県教育委員会及び各指定都市の結果は整数で公表）・平均 IRT

スコア 
    小学校国語・算数・理科、中学校国語・数学は平均正答率で、中学校理科は平均 IRTスコアで

表記しています。 
【小学校】                                      

教科 国語 算数 教科 理科 
 国 県 市 国 県 市  国 県 市 

R5 年度 67.2% 69% 68% 62.5% 64% 64% H30 年度 60.3% 63% 62% 

R6 年度 67.7% 69% 69% 63.4% 64% 64% R４年度 63.3% 66% 66% 

R7 年度 66.8% 69% 69% 58.0% 59% 59% R7 年度 57.1% 59% 59% 

 

【中学校】                                  

教科 国語 数学 教科 理科 
 国 県 市 国 県 市  国 県 市 

R5 年度 69.8% 70% 70% 51.0% 49% 50% H30 年度 60.3% 63% 62% 

R6 年度 58.1% 58% 57% 52.5% 52% 51% R４年度 49.3% 49% 49% 

R7 年度 54.3% 55% 54% 48.3% 47% 47% R7 年度 503 495 492 

※ IRT(Item Response Theory：項目反応理論)とは、児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難 
易度・測定精度）によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力 
スコアを推定する統計理論です。 
IRTスコアとは、IRTに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基 

準にした得点で表すものです。 

【国語の結果】 
〈小学校〉 

  自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考え
をまとめることに成果が見られる。一方、目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必
要な情報を見付けることに課題がある。 
〈中学校〉 

  「話すこと・聞くこと」において、相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わ
るように表現することに成果が見られる。一方、資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく
伝わるように表現を工夫することには課題が見られた。 

【算数・数学の結果】 
 〈小学校〉 

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることに成果が見られる。一方、目的に応じて適切なグラ
フを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述することに課題がある。 
〈中学校〉 

  「データの活用」において、必ず起こる事柄の確率についての理解や不確定な事象の起こりやす
さの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに成果が見られる。一方、「関
数」において、変化の割合を基にｘの増加量に対するｙの増加量を求めることや事象を数学的に解
釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題が見られる。 

【理科の結果】 
 〈小学校〉 

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対するまとめ】を
基に他の条件での結果を予想して、表現することに成果が見られる。一方、電気が通る回路のつく
り方について理解し、表現することに課題がある。 
〈中学校〉 
［全日程に共通する問題より］生命を維持する働きに関する知識を概念として身に付けることに

成果が見られる。一方、身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を
設定することに課題が見られる。 
［実施日により異なる問題より］電気抵抗に関する知識を概念として身に付けることに成果が見ら

れる。一方、考察をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用して、変える条件
に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明することや、気圧に関する身近な事象
を選択する設問において、気圧に関する知識を概念として身に付けることに課題が見られる。 

 

 

Ⅱ 教科に関する調査の結果と考察 
全国学力・学習状況調査 

１ 全体的傾向 



（２） 正答率、IRTバンドごとの児童生徒の割合 

【小学校】 

＜広島市の状況＞ 

教 科 
国語 算数 理科 

R07 R06 R05 R07 R06 R05 R07 R04 H30 

正答率８０％以上の割合 ３１．６ ３１．６ ２９．６ ２５．９ ３５．０ ３１．１ １８．７ ３３．２ ２２．８ 

正答率６０％以上８０％未満の割合 ３７．２ ３６．９ ３９．８ ２６．４ ２６．９ ３０．８ ３２．２ ３０．７ ３４．５ 

正答率３０％以上６０％未満の割合 ２４．４ ２４．６ ２３．８ ３４．４ ２８．２ ２９．５ ３５．２ ２６．５ ３６．９ 

正答率３０％未満の割合 ６．９ ６．９ ６.９ １３．２ ９．８ ８.５ １４．０ ９．７ ５．８ 

 
＜全国の状況＞ 

教 科 
国語 算数 理科 

R07 R06 R05 R07 R06 R05 R07 R04 H30 

正答率８０％以上の割合 ２７．７ ３０．０ ２７．１ ２５．３ ３３．７ ３０．０ １７．０ ２８，６ ２１．１ 

正答率６０％以上８０％未満の割合 ３７．３ ３６．５ ３９．６ ２５．６ ２６．４ ２９．２ ３０．９ ２９．９ ３２．８ 

正答率３０％以上６０％未満の割合 ２７．３ ２５．８ ２６．２ ３４．５ ２９．４ ３１．２ ３６．０ ２９．５ ３９．７ 

正答率３０％未満の割合 ７．７ ７．７ ７．０ １４．７ １０．４ ９．８ １６．４ １１．９ ６．５ 

 
【中学校】 

＜広島市の状況【国・数・理（R4、H30）】＞ 

教 科 
国語 数学 理科 

R07 R06 R05 R07 R06 R05 R04 H30 

正答率８０％以上の割合 ６．２ ２１．３ ４５．８ １８．２ １７．２ １７．５ ６．８ ２６．１ 

正答率６０％以上８０％未満の割合 ３２．７ ３２．２ ３０．２ １９．０ ２１．３ ２３．１ ２４．５ ３５．８ 

正答率３０％以上６０％未満の割合 ４７．６ ３３．４ １８．４ ３０．７ ４０．９ ３３．７ ４８．３ ３２．０ 

正答率３０％未満の割合 １３．５ １３．１ ５．７ ３１．９ ２０．７ ２５．８ ２０．３ ６．１ 

 
＜全国の状況【国・数・理（R4、H30】＞ 

教 科 
国語 数学 理科 

R07 R06 R05 R07 R06 R05 R04 H30 

正答率８０％以上の割合 ６．８ ２３．３ ４６．３ ２０．９ ２０．４ １９．８ ７．４ ２８．３ 

正答率６０％以上８０％未満の割合 ３２．４ ３１．４ ２８．１ １８．５ ２１．１ ２３．６ ２４．８ ３５．５ 

正答率３０％以上６０％未満の割合 ４６．８ ３２．７ １８．５ ２９．０ ３８．３ ３１．６ ４７．８ ３０．７ 

正答率３０％未満の割合 １４．０ １２．６ ７．１ ３１．８ ２０．３ ２５．０ １９．９ ５．７ 

 
 ＜広島市・全国の状況【理（R7）】＞ 

理 科 

広島市 全国 

R07 R07 

IRT バンド５ ４．４ ６．２ 

IRT バンド４ １８．８ ２０．３ 

IRT バンド３ ４３．２ ４２．０ 

IRT バンド２ ２９．１ ２７．３ 

IRT バンド１ ４．５ ４．２ 

 
 


